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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第77期

第１四半期連結
累計期間

第78期
第１四半期連結

累計期間
第77期

会計期間
自平成29年４月１日
至平成29年６月30日

自平成30年４月１日
至平成30年６月30日

自平成29年４月１日
至平成30年３月31日

売上高 （百万円） 45,592 47,220 187,819

経常利益 （百万円） 4,569 4,726 20,715

親会社株主に帰属する

四半期（当期）純利益
（百万円） 3,053 3,135 14,545

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 3,348 1,832 15,966

純資産額 （百万円） 172,517 181,658 182,627

総資産額 （百万円） 272,994 281,432 286,013

１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 45.19 46.63 215.30

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） 45.04 46.47 214.58

自己資本比率 （％） 63.0 64.4 63.7

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四

半期連結会計期間の期首から適用しており、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度に係る主要な経

営指標等については、当該会計基準等を遡って適用した後の指標等となっております。

 

２【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証

券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものである。

なお、「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四

半期会計期間の期首から適用しており、財政状態については遡及処理後の前事業年度末の数値で比較を行っており

ます。

 

（1）財政状態及び経営成績の状況

①財政状態の状況

（資産）

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は675億60百万円となり、前連結会計年度末に比べ50億46百

万円減少いたしました。これは主に有価証券が61億６百万円、受取手形及び売掛金が16億55百万円それぞれ減

少した一方、その他のうちの仮払金が15億６百万円増加したことによるものであります。固定資産は2,138億

71百万円となり、前連結会計年度末に比べ４億65百万円増加いたしました。これは主に有形固定資産が29億１

百万円増加した一方、投資有価証券が22億50百万円減少したことによるものであります。

この結果、総資産は2,814億32百万円となり、前連結会計年度末に比べ45億80百万円減少いたしました。

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は509億24百万円となり、前連結会計年度末に比べ18億88百

万円減少いたしました。これは主にその他のうちの未払金が27億44百万円、未払法人税等が18億93百万円それ

ぞれ減少した一方、営業外電子記録債務が12億27百万円増加したことによるものであります。固定負債は488

億49百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億22百万円減少いたしました。これは主に長期借入金が９億50

百万円、繰延税金負債が６億93百万円それぞれ減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は997億74百万円となり、前連結会計年度末に比べ36億11百万円減少いたしました。

 

（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産は1,816億58百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億69百

万円減少いたしました。これは主にその他有価証券評価差額金が15億60百万円減少した一方、利益剰余金が７

億74百万円増加したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は64.4%（前連結会計年度末は63.7%）となりました。

 

②経営成績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、堅調な企業業績や雇用情勢の改善により緩やかな回復基

調で推移しているものの、貿易を巡る緊張の高まりなどの影響により、先行きは不透明な状況となっておりま

す。

物流業界におきましては、慢性的な人手不足に加え燃料価格の上昇などにより依然として厳しい経営環境が

続いております。

このような状況のもと、当社グループは積極的な営業活動や設備投資の効果などにより、売上高は前年同期比

3.6％増の472億20百万円となりました。

営業利益につきましては、前年同期比2.1％増の42億29百万円となりました。

経常利益につきましては、前年同期比3.4％増の47億26百万円となりました。

親会社株主に帰属する四半期純利益につきましては、前年同期比2.7％増の31億35百万円となりました。

 

セグメント別の業績は次のとおりであります。

ａ．運送事業

貨物取扱量の増加により、売上高は前年同期比3.2％増の222億39百万円となりました。営業利益は、燃料

価格の上昇はあったものの、輸送効率の向上や減価償却費の減少などにより、前年同期比16.2％増の10億33

百万円となりました。

ｂ．倉庫事業

保管貨物量の増加により、売上高は前年同期比3.4％増の69億26百万円となりました。営業利益は、増収効

果などにより、前年同期比8.2％増の15億11百万円となりました。

ｃ．梱包事業
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業務量の増加により、売上高は前年同期比5.6％増の111億86百万円となりました。営業利益は、人件費や

外注費の増加などにより、前年同期比2.8％減の７億63百万円となりました。

ｄ．テスト事業

業務量の増加により、売上高は前年同期比2.1％増の53億53百万円となりました。営業利益は、人員増に伴

う人件費の増加などにより前年同期比9.0％減の８億31百万円となりました。

 

（2）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

（3）研究開発活動

該当事項はありません。

 

（4）経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの経営方針・経営戦略等について重要な変更はありませ

ん。

 

３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 152,000,000

計 152,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成30年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成30年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 68,239,892 68,239,892
東京証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

100株

計 68,239,892 68,239,892 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
 

（百万円）

資本金残高
 

（百万円）

資本準備金
増減額

（百万円）

資本準備金
残高

（百万円）

平成30年４月１日～

平成30年６月30日
－ 68,239,892 － 11,316 － 11,582

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成30年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 1,002,100 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 67,195,000 671,950 －

単元未満株式 普通株式 42,792 － －

発行済株式総数 68,239,892 － －

総株主の議決権 － 671,950 －

（注）「単元未満株式」の欄の普通株式には、当社所有の自己株式52株が含まれております。

 

②【自己株式等】

平成30年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合

（％）

ニッコンホールディングス

株式会社

東京都中央区明石町

６番17号
1,002,100 － 1,002,100 1.47

計 － 1,002,100 － 1,002,100 1.47

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】
 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成30年４月１日から平

成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 17,755 18,466

受取手形及び売掛金 33,032 31,377

電子記録債権 3,249 3,588

有価証券 14,105 7,999

商品及び製品 4 4

原材料及び貯蔵品 366 490

その他 4,102 5,644

貸倒引当金 △10 △10

流動資産合計 72,606 67,560

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 73,694 74,434

機械装置及び運搬具（純額） 8,649 8,454

工具、器具及び備品（純額） 1,293 1,310

土地 88,717 90,279

リース資産（純額） 368 339

建設仮勘定 3,005 3,810

有形固定資産合計 175,727 178,629

無形固定資産 1,918 1,867

投資その他の資産   

投資有価証券 27,760 25,510

長期貸付金 129 135

繰延税金資産 3,090 3,072

その他 4,864 4,740

貸倒引当金 △84 △83

投資その他の資産合計 35,760 33,375

固定資産合計 213,406 213,871

資産合計 286,013 281,432
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  （単位：百万円）

 
前連結会計年度

(平成30年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成30年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 11,573 11,217

電子記録債務 3,962 4,330

短期借入金 3,800 3,800

1年内償還予定の社債 10,000 10,000

リース債務 118 115

未払法人税等 3,379 1,485

賞与引当金 3,627 4,112

役員賞与引当金 186 52

設備関係支払手形 383 331

営業外電子記録債務 863 2,091

その他 14,918 13,388

流動負債合計 52,813 50,924

固定負債   

社債 10,000 10,000

長期借入金 26,200 25,250

リース債務 284 256

繰延税金負債 6,633 5,940

退職給付に係る負債 5,113 5,096

役員退職慰労引当金 276 248

その他 2,063 2,057

固定負債合計 50,572 48,849

負債合計 103,385 99,774

純資産の部   

株主資本   

資本金 11,316 11,316

資本剰余金 12,332 12,332

利益剰余金 148,112 148,886

自己株式 △1,716 △2,140

株主資本合計 170,044 170,395

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 13,437 11,877

為替換算調整勘定 △777 △573

退職給付に係る調整累計額 △603 △546

その他の包括利益累計額合計 12,056 10,757

新株予約権 321 308

非支配株主持分 204 197

純資産合計 182,627 181,658

負債純資産合計 286,013 281,432
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

売上高 45,592 47,220

売上原価 39,094 40,566

売上総利益 6,497 6,654

販売費及び一般管理費 2,354 2,424

営業利益 4,143 4,229

営業外収益   

受取利息 20 25

受取配当金 198 219

受取賃貸料 24 20

持分法による投資利益 129 151

為替差益 34 7

雑収入 92 136

営業外収益合計 500 561

営業外費用   

支払利息 49 41

雑支出 25 23

営業外費用合計 74 64

経常利益 4,569 4,726

特別利益   

固定資産売却益 25 24

特別利益合計 25 24

特別損失   

固定資産売却損 1 1

固定資産除却損 0 21

減損損失 0 0

その他 0 －

特別損失合計 2 23

税金等調整前四半期純利益 4,592 4,727

法人税等 1,538 1,592

四半期純利益 3,054 3,135

非支配株主に帰属する四半期純利益 0 0

親会社株主に帰属する四半期純利益 3,053 3,135
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：百万円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成30年４月１日
　至　平成30年６月30日)

四半期純利益 3,054 3,135

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 56 △1,560

為替換算調整勘定 177 225

退職給付に係る調整額 73 56

持分法適用会社に対する持分相当額 △13 △23

その他の包括利益合計 294 △1,302

四半期包括利益 3,348 1,832

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 3,360 1,835

非支配株主に係る四半期包括利益 △11 △2
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（１）連結の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 

（２）持分法適用の範囲の重要な変更

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

税金費用の計算

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（追加情報）

（「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」等の適用）

「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第28号　平成30年２月16日）等を当第１四半

期連結会計期間の期首から適用しており、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は

固定負債の区分に表示しております。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、当第

１四半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおり

であります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成30年４月１日
至 平成30年６月30日）

減価償却費 2,217百万円 2,244百万円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 2,229 33 平成29年３月31日 平成29年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年６月30日）

配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成30年５月11日

取締役会
普通株式 2,358 35 平成30年３月31日 平成30年６月７日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位:百万円)

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 運送事業 倉庫事業 梱包事業 テスト事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 21,556 6,696 10,598 5,245 44,096 1,496 45,592

セグメント間の内部

売上高又は振替高
100 86 102 5 294 342 637

計 21,657 6,782 10,700 5,250 44,391 1,838 46,229

セグメント利益 888 1,397 785 913 3,985 101 4,086

(注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、通関事業及び自動車の修理事業等を含

んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

 

(単位:百万円)

利益 金額

報告セグメント計 3,985

「その他」の区分の利益 101

その他の調整額（注） 57

四半期連結損益計算書の営業利益 4,143

（注）その他の調整額は、営業取引と営業外取引の消去時に生じる差額であります。

 

 

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため記載を省略しております。
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Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成30年４月１日　至平成30年６月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      (単位:百万円)

 報告セグメント
その他
（注）

合計
 運送事業 倉庫事業 梱包事業 テスト事業 計

売上高        

外部顧客への売上高 22,239 6,926 11,186 5,353 45,706 1,514 47,220

セグメント間の内部

売上高又は振替高
66 89 104 0 260 502 763

計 22,306 7,015 11,290 5,353 45,966 2,017 47,983

セグメント利益 1,033 1,511 763 831 4,140 105 4,245

(注)「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、通関事業及び自動車の修理事業等を含

んでおります。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容（差異調整に関する事項）

 

(単位:百万円)

利益 金額

報告セグメント計 4,140

「その他」の区分の利益 105

その他の調整額（注） △15

四半期連結損益計算書の営業利益 4,229

（注）その他の調整額は、営業取引と営業外取引の消去時に生じる差額であります。

 

 

３. 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

重要性が乏しいため記載を省略しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成30年４月１日
至　平成30年６月30日）

(1) １株当たり四半期純利益金額 45円19銭 46円63銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
3,053 3,135

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額（百万円）
3,053 3,135

普通株式の期中平均株式数（千株） 67,575 67,237

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 45円04銭 46円47銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する

四半期純利益調整額（百万円）
－ －

普通株式増加数（千株） 211 231

（うち新株予約権）（千株） （211） （231）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益金額の算定に含まれな

かった潜在株式で、前連結会計年度末から重要

な変動があったものの概要

－ －

 

 

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

２【その他】

平成30年５月11日開催の取締役会において、期末配当に関し、次のとおり決議いたしました。

（１）配当金の総額……………………………………2,358百万円

（２）１株当たりの金額………………………………35円00銭

（３）支払請求の効力発生日及び支払開始日………平成30年６月７日

（注）　平成30年３月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成30年８月10日

ニッコンホールディングス株式会社

取締役会　御中

 

有限責任 あずさ監査法人

 
 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　文　倉　辰　永　　印

 

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 　内　田　好　久　　印

 

 当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているニッコンホール

ディングス株式会社の平成30年４月１日から平成31年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成30年

４月１日から平成30年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成30年４月１日から平成30年６月30日まで）に係

る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記

について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ニッコンホールディングス株式会社及び連結子会社の平成30年６月30

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上

（注）　　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連結

財務諸表に添付する形で別途保管している。

　　ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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